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グスクの居館
きょかん

に滞在する「星のや沖縄」 

開業日を 2020 年 5 月 20 日に決定 
 

 星野リゾート（所在地：長野県軽井沢町、代表：星野 佳路）は、「星のや沖縄」の開業日を 2020 年 5 月 20 日

に決定しました。星のやブランドでは 8 軒目となる施設が、沖縄県・読谷村
よみたんそん

に誕生します。星のや沖縄では、最

も贅沢な沖縄での過ごし方は、海を眺めて暮らすように滞在することだと考え、全ての客室から近い距離で海を

眺められるように、低層階のオーシャンフロントにこだわって設計しました。施設のコンセプトは「グスクの居

館」。沖縄の史跡「グスク*」からインスピレーションを得て作られた「グスクウォール」と呼ばれる塀に囲まれ、

グスクウォールと海岸線の間には客室や畑が広がります。沖縄らしさを感じる独自の景観の中で、暮らすように

滞在するリゾートステイを提供します。 

＊沖縄や奄美諸島に残されている史跡のこと。琉球石灰岩の塀に囲まれており、中に木造の建物がある。 

 

最も沖縄の贅沢を感じるリゾート 

 星のや沖縄では、最も贅沢な沖縄での過ごし方は、美しい海を眺

めて暮らすように滞在することだと考えています。当館が位置する

のは、沖縄で「イノー」と呼ばれるサンゴ礁に囲まれた、浅く穏やか

な海が広がる海岸です。現在の沖縄では希少となった、人の手が入

っていない自然海岸が続いています。客室はその海岸線に沿うよう

に配置し、全ての客室から近い距離で海を眺められるように、低層

階でオーシャンフロントであることにこだわって設計しました。 

 

客室のテラスリビング 

読谷村の海 
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施設内には、沖縄の風景を切り取ってデザインした、独自の景観が

広がります。施設を囲う「グスクウォール」は、沖縄の「グスク」か

らインスピレーションを得て作られた塀です。空に浮かびあがる模

様には、読谷村の伝統的な織物のデザインを取り入れました。グスク

ウォールと海岸線の間には、客室や畑が広がります。畑ではアセロラ

やパパイヤなどの果樹や南国の草花が育ち、沖縄らしい風景を醸成

しています。 

 

 

客室の特徴 

 

1. 海との距離が近い低層階のオーシャンフロント 

100 室ある客室は全て、海との距離が近い低層階のオーシャンフロ

ントです。大きな窓が配された客室の中を心地よく海風が抜け、部屋

のどこにいても海を感じられます。 

  

2. 土間ダイニング 

 各客室には気軽に出入りできる土間を設け、大きなテーブルを備えた「土間ダイニング」をつくりました。食

事をしたり、話をしたりと、リゾートでの暮らしを楽しむ拠点となる場所です。 

 

＜ギャザリングサービス＞ 

土間ダイニングは簡単な調理機能を備えており、客室に届いた下準備済みの料理を、好きなタイミングで自分

で仕上げて味わう「ギャザリングサービス」を利用できます。豊富なバリエーションから好みのメニューを少し

ずつ選び、自宅で食事をとるように気ままに出来立てを味わえます。 

 

  

 

3. 沖縄の文化を語るベッドルームの紅型 
ベッドルームの一面には、琉球紅型の壁紙を飾りました。沖縄では

馴染み深い動植物をモチーフに、読谷村に伝わる伝説や風習をストー

リーとして加えた、オリジナルの壁紙です。客室タイプごとに異なる

デザインを楽しめます。 

 

 

グスクウォール 

客室のテラスリビング 

土間ダイニング 

ベッドルームの紅型 

ギャザリングサービスイメージ 土間ダイニング 
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客室タイプ「フゥシ」 

「フゥシ」は、中央の入り口に土間ダイニング、両脇に独立したリビ

ングルームとベッドルームを配した、90 平米の広々とした客室です。

長期滞在や家族での利用にも適しています。リビングルームには、眺

めの良い大きな窓と、ゆったりとした掘りごたつ式のソファを備えて

います。 

 

 

二つの島の料理が素材を引き立てる「琉球シチリアーナ」 

 海の中にいるような落ち着いた雰囲気が特徴のメインダイニングでは、「琉球シチリアーナ」をコンセプト

に、沖縄の食材とシチリア料理の技法を組み合わせたコース料理を提供します。沖縄と同様に、美しい海と温

暖な気候に恵まれたシチリア島の料理からヒントを得ることで、沖縄の食材から新たな魅力を引き出します。

料理を際立たせる食器には、海を想起させる器や、地元の作家が手がけた琉球ガラスを選びました。料理長に

は、星のや初の女性シェフが就任します。繊細な感性を活かし、心に残る料理を提供します。 

 

特徴的な前菜は、沖縄の「とぅんだーぶん（東道盆）」をイメージし

て作った鮮やかな器に盛りつけます。とぅんだーぶんは、琉球王国時

代に賓客に出される最高級のもてなし膳に使用されていた、琉球漆器

の代表的な器です。彩りの良い一口サイズの料理を少しずつ盛り合わ

せ、食事のはじまりを華やかに演出します。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

星のや沖縄のロゴについて 

星のや沖縄のロゴには、魚のデザインを取り入れています。読谷村では昔か

ら魚の収穫量が高く、豊かな海の恩恵は村の繁栄に大きな影響を与えたと伝え

られています。村の海岸線に建ち、海との関わりが深い星のや沖縄をイメージ

するものとして選びました。 

とぅんだーぶんをイメージした前菜 

フゥシのリビングルーム 
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予約受付は 11 月 12 日から公式サイト（https://hoshinoya.com/okinawa/）にて開始します。星のや沖縄は

2020 年 5 月 20 日の開業に向けて準備を進め、今後もパブリックエリアやアクティビティなどの概要について

随時発表してまいります。 

 

施設概要 
施設名    ：星のや沖縄 

所在地    ：沖縄県中頭郡読谷村字儀間 474 

客室     ：100 室 

パブリック施設：プール・ライブラリーラウンジ・スパ・メインダイニングなど 

チェックイン ：15:00／チェックアウト：12:00   

宿泊料金   ：1 泊 109,000 円～（1 室あたり、税・サービス料 10%別、食事別） 

交通     ：那覇空港から車で約 1 時間 

予約受付開始 ：2019 年 11 月 12 日  

開業日    ：2020 年 5 月 20 日 

ＵＲＬ    ：https://hoshinoya.com 

  
「現代を休む日」をコンセプトにした「星のや」 
「星のや」ブランドは、「現代を休む日」をコンセプトに、日本発の滞在型リゾートとして展開しています。 

１軒目となる 2005 年の星のや軽井沢のオープンを皮切りに、星のや京都、星のや竹富島、星のや富士、星のや

東京、そして 2017 年 1 月には海外で初めて星のやバリをバリ島・ウブドに開業し、2019 年 6 月には、台湾の

中央に位置する台中・谷關（グーグァン）に、星のやグーグァンを開業しました。星のやは、その土地独自の歴

史や文化を最大限に掘り下げることで、圧倒的な非日常の世界観を構築し、日本のホスピタリティをベースにし

た心通ずるおもてなしを提供することを大切にしています。星のや沖縄は、国内外で 8 軒目の星のやとして誕生

します。 
 

 

 

 

本リリースに関する報道関係からのお問合せ先 

星野リゾート グループ広報 TEL 03-5159-6323／FAX 03-6368-6853／E-mail pr-info@hoshinoresort.com 
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星のやの設計にあたって 

 

■長い海岸線に沿って建つ「星のや沖縄」（東 利恵氏／東環境 建築研究所・代表取締役） 

「星のや」の中でこれだけ海に近い立地は初めてです。珊瑚礁が広がる青のグラデーションが美しい海に、沿う形

で配置されているのが「星のや沖縄」の客室です。ここでは、リゾートの「暮らし」を考え、「土間ダイニング」と

名付けた大きなテーブルのある空間をデザインしました。ここは、数日間の滞在中、家族や友人との暮らしの中心に

なる場所です。大テーブルで食事をしたり、おしゃべりをしたりと、リゾートでの暮らしを楽しんでいただきたいと

考えています。ベッドルームでは、琉球紅型の作家にお願いした壁紙が沖縄の文化を語ってくれます。じっと見つめ

ていると、いろいろな沖縄の植物に混ざって沖縄の暮らしの様子が見えてくると思います。部屋だけではなく、パブ

リックエリアにも、リゾートでの暮らしを彩るいろいろな仕掛けが用意してあります。ぜひ、青い海が目の前に広が

る新しい「星のや」を楽しんでいただけると嬉しいです。 

  

■もしも海岸沿いにグスクがあったならば（長谷川 浩己氏／有限会社オンサイト計画設計事務所・代表取締役） 

「星のや沖縄」の敷地は海岸に沿って非常に細長い立地となっています。全体構成の大きな考え方は「もしも海岸

沿いにグスク（琉球時代の城）があったならば」というイメージから始まりました。海沿いには客室棟の建物、陸地側

にはコンクリート壁を用い、それらをグスクの城壁に見立てて、その内部に外部から守られた安全で快適な内部空間

を抱え持っているというイメージです。壁に開けられたいくつかの開口部（ポータル）が外と中の世界の出入口にな

っており、一旦内部に入ると風などから守られた環境に、林、果樹園、畑、庭園などが配され、それらを園路が結んで

快適な歩行者空間とくつろいで滞在する場所を提供しています。もう一つの設計イメージは、「新しい海岸線を作る」

ということです。全てが低層に抑えられた客室棟は、海岸線に沿って細長く配置されています。そこで、海岸線風景を

大きく損なわずビーチや既存の緑と一体となった、周辺環境に溶け込んだデザインを目指しています。 

  

■自然に囲まれたグスクで暮らすための明かり（武石 正宣氏／ICE 都市環境照明研究所・代表取締役） 

逗留
とうりゅう

滞在を基本とする「星のや」では、長くその場にいることで少しずつ身体が慣れ、次第に心地よさを感じる、

落ち着いた明かりを目指しています。「星のや沖縄」のある読谷村のエリアは眼前に海が広がり、空が青く抜け、刻一

刻と変化しながら夕陽が沈むなど、沖縄本島らしいドラマチックな瞬間を体感できる場所です。照明の設計において

は、こうした自然の色や光に寄り添うよう心がけています。例えば真っ赤な暖かい光の夕陽が海に沈むと、その余韻

と夜の暗さを楽しめるように、客室には薄っすらと柔らかい明かりを灯せます。夜になると、施設内の木々や畑は月

が照らしてくれます。通路はグスクの花織模様をイメージしたスタンドライトから光が漏れるので、そこかしこに照

明を設ける必要はありません。星もきれいに見えますから、あまり空に光が行かないようにすることも注意を払いま

した。 自然からのインスピレーションはデザインにも生かされています。明るく開放的なイメージのある沖縄です

が、御嶽（うたき）などに見られる、岩の隙間を生かした光の様子も印象的です。客室のフロアスタンドはそれを意識

し、フレームに明暗を付けた布を貼ることで、沖縄らしさを取り入れました。 

 

 

 

  

本件に関する報道関係からのお問合せ先 

星野リゾート グループ広報 TEL 03-5159-6323／FAX 03-6368-6853／E-mail pr-info@hoshinoresort.com 
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